The Japan Weekly Mail とヨネ・ノグチ　1913-14年の渡英で再確認した詩人像 by 星野 文子
15和洋女子大学紀要　第57集　15－25（2017.03）
【審査論文】
The Japan Weekly Mailとヨネ・ノグチ 
1913-14年の渡英で再確認した詩人像
星野文子
The Japan Weekly Mail  and Yone Noguchi：
Reassuring His Poet-self through his 1913-14 Visit to England
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Abstract
　　This paper aims to introduce articles written by Yone Noguchi in the Japan Weekly Mail  between 
January 1913 and June 1914. These articles, which were recently identiﬁed by researchers, will be used 
to analyze his sense of himself as a poet, or his poet-self. Yone Noguchi was the ﬁrst Japanese poet who 
published English poetry books in United States of America at the end of the19th century, and in England 
at the beginning of the 20th century. After spending nearly 11 years abroad, he came back to Japan 
in 1904 as a well-known poet, and continued writing actively for various magazines and newspapers, 
as well as publishing books in both English and Japanese languages. At the time, he was one of the 
only Japanese capable of doing so. It recently came to light that the Japan Weekly Mail  carried many 
of Noguchi’s articles before, during, and after his second visit to England, on the invitation of the Poet 
Laureate Robert Bridges. The topics Noguchi covers in these articles range from English and American 
literature, to Ukiyoe, Kabuki, Noh-play, Japanese art, his poetry, and his impressions and experiences in 
England. Drawing on these articles, this paper will shed light on how his visit to England reassured his 
poet-self.
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はじめに
　ヨネ・ノグチ（野口米次郎）は19世紀末のアメリカと20世紀初頭のイギリスにおいて、英語で詩を書
いた初の日本人であり、20世紀前半にかけて国際詩人として知られていた。1893（明治26）年11月、
野心を胸に17歳で単身渡米したノグチは、ある出会いをきっかけに詩人になると決意、わずか3年後には
英詩集 Seen and Unseen; or, Monologues of a Homeless Snail（1896）を出版しアメリカ各地で注目された。
さらに1902年にはニューヨークからロンドンに渡り、英詩集 From the Eastern Sea （1903） を自費出版
し、英文学史に名を刻むような文学者たちと個人的な知遇を得たことは、当時だけではなく現代に置き換
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えても破格の偉業である。1904年、約11年振りに帰国したノグチは、海外で名を馳せた詩人として日本
で大歓迎を受けた。帰国後は、慶應義塾で英米文学を教えながら英語と日本語で勢力的に執筆活動を続け
た。100冊を越える著作の中には詩集、小説、随筆などがあり、新聞や雑誌への寄稿数はおびただしい数
にのぼる。
　ところが、これだけ文字にして作品を残してきた人物でありながらノグチの全集はなく、関連資料は
まとまっていない。ことに、英語で書かれた記事は、研究者たちの間でも把握できていないものが少な
くないと思われる。そのような中、1870（明治2）年に横浜で創刊された英国資本の英字新聞The Japan 
Weekly Mailに、この度、ノグチによる記事が確認された。ノグチは1913年末から1914年の前半にかけ、
イギリスの桂冠詩人ロバート・ブリッジズ（Robert Bridges）に招聘され、オックスフォード大学で日本
の詩歌について講演したのだが、ノグチの渡英前から帰国までの時期にあたる1913年1月～ 1914年6月
までのThe Japan Weekly Mailには27本のノグチによる記事が確認されている。論題は、英米文学から浮
世絵、歌舞伎、能楽、日本美術や日本の詩壇など多岐に渡り、ノグチのイギリス滞在中の所感も含まれる。
ことに、この渡英中、現地で改めて詩人として認識され、数々の場を英語でこなしたことは、米英両国に
深く適応し、英詩集を以て詩人として名を馳せたノグチが、英語のみで確立した自己（English-self）を
再びよみがえらせたようである。
　本稿では、まず、ノグチが詩人になった経緯や、詩人というアイデンティティの重要性を確認する。そ
の上で、The Japan Weekly Mailのノグチによる記事を紹介し、それらに読み取れる、ノグチの英詩に対
する姿勢を分析する。海外へ行くことが現在より遥かに珍しかった当時、ノグチは長かった海外生活故に、
帰国後に母国日本に馴染み切ることができなかった節も見られる。ノグチは、生涯日本人であり続けなが
ら「二重国籍」や「エトランゼ」（異邦人）などという言葉でそのような自身の境遇を語った。ノグチが
著名であったわりに日本で理解者が少なかったのは、当時の日本には海外で英語のみで確立したノグチを
理解できた者が殆どいなかったからではないか。時代の先を生きていたともいえるノグチの、二度目の渡
英で確かめられたノグチの詩人観を考察したい。
１．詩人としてのヨネ・ノグチ
　ヨネ・ノグチは生前、詩人として広く知られていた。ノグチにとって詩人とは、単なる肩書き以上に重
要なものであったといえる。詩人になるという出来事は、彼の人生において偶然にもたらされたものの、
殆ど同時に必然的な要素となり、アメリカやイギリス、そして母国日本において自身を位置づけるアイデ
ンティティであった。また、詩人とは、ノグチ自身が「私は詩人であると信じて、過去三十年を経て来た
ものである。私の価値は私の詩で定められたいと希望せざるを得ない」（「五十歳の所感」1926年2月8日）
と望んだキーワードでもあったのである。本章では、ノグチが詩人となった経緯から、米英での詩人とし
ての黄金時代、帰国後の浮き沈みなど、体当たりで作り上げた詩人像を中心に、二度目の渡英までの道の
りを追ってみたい。
1.1　アメリカで詩人になる
　1875（明治8）年に現在の愛知県津島市で生まれ育ったヨネ・ノグチは、慶應義塾を２年未満で退学
後、アメリカから一時帰国中の日本人によるアメリカの話を偶然耳に渡米を決意した。18歳の誕生日直
前にサンフランシスコに到着したノグチは、邦字日刊紙の配達や、白人の家に住み込みで遣えながら学校
に通うスクールボーイ、ホテルでの皿洗いなどで何とか食いつなぐ生活を１年半ほど続けていた。これら
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の重労働に耐えかね、少しの労働で置いてくれ読書ができる場所を求めていた際に、友人から聞いたアメ
リカ人詩人ウァキーン・ミラー（Joaquin Miller）を訪ねたことが、詩人ノグチの誕生に繋がった。白人
から “Charlie” や “John” と呼ばれていたノグチを、ミラーは “Mr. Noguchi” と名前で呼び、ミラーは自身
の母親に対し、「これは野口君という日本からの珍客だ、全ての日本人が詩人であるやうに、野口君も恐
らく詩人であらう」と紹介したという（『米国文学論』pp.41-42）。このミラーからの一言を機に、その夜、
ノグチは詩人になると決意したと後に述懐している。（The Story of Yone Noguchi Told by Himself , p.41）
それまでアメリカ社会で精神的にも物理的にも拠り所がなかったノグチは、「詩人になる」ことで全てが
解決したように感じたと思われる。日本人であること、金銭的に貧しい日々、ミラーの住処に居候し自然
の中に生きる毎日、これらは、「詩人になる」ことにより、後にノグチがミラーにも使った「詩に生きる」
（『米国文学論』p.57）というナラティブに納まったのである。
　その後約4年間、ミラーの山荘に居候し、ミラーの詩的な生活を間近で共にし、ミラーからホイットマ
ンなどの詩を紹介され、文学を志す若いボヘミアンたちと接したノグチは、英詩を書き溜めていった。ノ
グチの詩をおもしろがった、リトル・マガジン The Lark 編集者のジレット・バージェス（Gelett Burgess）は、
1895年7月号 The Larkにノグチの英詩5篇を掲載し、アメリカ各地で注目された。その後ノグチは、バー
ジェスとその友人Porter Garnettの協力によりSeen and Unseen; or, Monologues of a Homeless Snail
（1896）を出版、翌年はWilliam Doxeyの協力によりThe Voice of the Valley（1897）を出版し、エキゾ
ティックに映った彼の詩はアメリカ各地で驚きと共に注目され、概ね好意的に捉えられた。
1.2　1902－3年の渡英
　カリフォルニアで名実ともに詩人になったノグチはニューヨークに移り、1902年の秋、英語小説 The 
American Diary of a Japanese Girl  を出版後に渡英した。目的の一つは、アメリカで書き溜めた詩をロン
ドンで出版することであった。アメリカで出版経験があるとはいえ、イギリスでは無名同然のノグチは、
詩集を引き受けてくれる出版社が見つからず、ノグチは自費出版に踏み切った。完成した詩集は、わずか
16ページ、8篇の詩を含み、ノグチが「パンフレット」と呼ぶほど小さなものであったが、表紙に印字
したタイトルの From the Eastern Sea の下に、 “YONE NOGUCHI（JAPANESE）” と記載し、日本人による
作品であることを前面に打ち出した（星野、p.107）。そして、印刷した約200部のうち、約50部をイギ
リスの評論家や詩人、作家たちへ郵送し、彼の存在をイギリスで知らしめようとしたのである。そのうち
の半分以上から返信を受信した他、知られている限りでも20本程の書評が確認されている。英国同盟締
結の翌年ということも幸いしたのか、『アウトルック』誌が「同盟国のフレンドリーな詩人！」というタ
イトルで3ページの特集を組んだ他（星野、p.114）、ノグチの独特な、あるいは大胆な英語の使い方や、
ノグチがここまで英語を習得したことへの賛辞もあれば、よりよい表現を示唆してきたものもあり、中に
は未熟さを指摘したものもあった。
　ノグチの実績でさらに目を見張るのは詩集 From the Eastern Sea の自費出版により知り得た詩人、作家、
評論家たちと個人的な交流を持ったことである。ウィリアム・マイケル・ロセッティ（William Michael 
Rossetti）宅へ招待されたのをはじめ、ノグチの以下の手紙からは、文学者たちと出会う興奮が読み取れる。
I made many a nice young, lovely, kind friend among literary genius (attention!) W. B. Yeats or 
Lawrence Binyon, Moore and [Robert] Bridges. They are so good; they invite me almost everyday. 
They are jolly companions. (CEL, no.172, Feb. 24, 1903)
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また、ノグチが受信した手紙からは、Arthur Symons, Lawrence Housmand, Iza Duﬀus Hardy, Arthur 
Diosy, Vera Campbell, E. J. Oldmeadow, Sidney Colvin, C. L. Brownell, Mary Foster などとも面識を持つ機
会があったことがうかがえる。カリフォルニアではノグチが詩を発表する前から知合いだった人たちに囲
まれ、詩を発表したノグチを「詩人」と立ててくれたが、知らない土地では、誰も紹介してくれない。そ
こでノグチは自らの働きかけ、印刷した詩集を通して、時の文学者たちから詩人と認識されることに成功
したのであった。この時築いた人脈が、次章で取り上げる二度目の渡英に繋がったことは言うまでもない。
　ノグチの現地での積極性と適応度合いは、その当時海外に渡った日本人の体験と比較しても並外れてい
る。当時、ノグチが交わした英語書簡を見ると明らかであるが、母語話者と同等のレベルではないものの、
英語で何の引け目もなくコミュニケーションをとるノグチは、英語のみでの自己を既に確立していたので
ある。
1.3　1904年の帰国後
　1904年9月、国際的に名の知られた英詩人として帰国したノグチは、大歓迎を受け、しばらくは歓待
で自分の時間も持てない程であったようである。しかし、上記のように米英社会に深く適応し、約11年
を過ごしたノグチは、そう簡単には日本社会に馴染めなかった。1905年1月には、「明日日本を去って再
び帰米の途に就くというのでは無いけれど、表面上日本の社会よりは余は已に帰米したものと見られたい
のである」（「告別の辞」1905年1月8日）という記事も見られ、アメリカの友人Frank Putnamに「もし
12月か1月に僕がアメリカに居たとしても貴方は驚かないだろう」（星野、p.144）と書き送るほどであっ
た。ノグチも感じたこのような心境が「逆カルチャーショック」（reverse culture shock）と定義されたのは、
ずっと後のことである。
　そのような中、ノグチは、海外との繋がりはできるだけ保ちたかったと思われる。英米で英詩を出版し
両国の詩人たちと交流を持った日本人として、ノグチは当初は日本で注目されており、日本と西洋の架
け橋のような存在となるべく、1906年には「あやめ会」を設立した。会員には日本から、岩野泡鳴、蒲
原有明、土井晩翠、上田敏など含む12名、英米からはノグチと交流のあった、W. B. Yeats, Alfred Austin, 
Arthur Symons, Bliss Carman, Frank Putnam, Mary Fenollosa, Josephine Preston Peabodyらを含む20人、
これにノグチが加わり、日本語と英語の両語での詩をまとめた詩集を2冊出した。ところが、会員間の揉
め事に収拾がつかず、1年未満で解散となってしまった。「理想を持って帰国した野口の決定的な挫折」（堀、
p.114）に表れるように、日本と英米の間に立つことの難しさをノグチは身をもって強く感じたであろう。
　ノグチが日本語による詩集『二重国籍者の詩』を発表したのは帰国から17年後の1921年、ノグチが46
歳のことである。それまでの間、ノグチは日本を拠点にしながらも、詩は英語で書き続け、英詩集の出版
を重ねた。その他の著作にも、英語で日本について論じたものが多い。日本語では、自身の英米での経験
を綴ったものを何冊か出した他、浮世絵など日本美術の世界にも手を広げていた。一方で、海外で英語で
築いた詩人としての自己は、次第に遠い過去の幻影となっていたのではないか。そんなノグチに再び気力
を取り戻させたのが、1913－14年の渡英であったのである。
２．The Japan Weekly Mailに見られる、ノグチ関連の記事
　ヨネ・ノグチは、1913年末、約9年振りに日本を離れ、二度目にして生涯最後の渡英をした。ノグチ
が帰国したのは1914年6月のことである。その前後、The Japan Weekly Mailも勢力的にノグチの記事を
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取り上げていたことが、最近改めて確認された。The Japan Weekly Mailは、1870（明治2）年に横浜で
創刊された英国資本の英字新聞である。週報である同紙は、日報Japan Mailからの重要な記事の再掲の他
に、人々や貨物の出入り、要人たち（特に外国人や、国外で著名となった人物）の動向、日本国内外の
政治や社会情勢に関する報告の他、明治初期の英米出身のジャパノロジストによる日本文学の英訳もま
ず同紙で発表されるなど、内容は多岐にわたり、充実していた。同紙には、現在確認されている中では、
1897年4月10日付からノグチの名前が見られ、ノグチが最初の英詩集を出版した直後という早い段階か
ら注目していたことがわかる。同紙には匿名で掲載される記事が多い中、ノグチの記事は署名入りであり、
そこからもノグチへの注目度の高さが伺える。本章では、同紙に取り上げられた記事を通して、久しぶり
に国外に出たノグチの詩人観に注目したい。
2.1　オックスフォード大学での講演
　イギリスの桂冠詩人ロバート・ブリッジズに招聘され、1913年末にパリ経由でロンドン入りしたノグ
チは、1914年1月14日、ロンドン日本協会で「日本の詩歌」と題して講演し、1月29日にはオックス
フォード大学モーダレン・カレッジで「日本の発句」と題して講演した（堀、p.178）。後に、The Spirit 
of Japanese Poetry（1914）として刊行されたこれらの講演では、英語の詩を学び自ら書いてきたノグチ
が、俳句を参考に、とくに芭蕉の作品を引用しつつ、英詩は言葉というものに力を委ね過ぎており、本
来の詩とは、「書き記されない」（Unwritten）、「沈黙の中で詠われる」（sung in silence）べきものである
こと、書き綴った量よりも削除した量の方に重きが置かれるべきこと、などが綴られている（The Spirit 
of Japanese Poetry, p.16）。そして、ノグチの最も強調したかったことの一つは「詩に生きる」(To live 
poetry) であった（Ibid., p.16）。20代初めから英語で詩を書き始め、とにかく夢中で実績作りに励んでき
たノグチは、40歳手前となり、自らの詩人観を言葉にして発表するようになっていた。ノグチの講演は、
「エトランゼ」として「其国の人々に許されない自由」（「過去三十年を振返る」）な立場から論じられたと
いえるだろう。英詩に挑発的と受取られた節もあり、中には反論もあったが、同書はその後、「日本文学
を理解するための一冊として重要視」されたようである（堀、p.198）。
　しかし、このような形式的な場にも増してノグチにとって喜びだったと思われるのは、旧知の詩人、評
論家、作家たちとの交流であり、彼等を通して新たに知遇を得た人々との交流であった。以下のノグチの
手紙からも、その喜びを読み取る事ができる。
I am quite all right in London, people here show so much interest to myself. You might say that I 
am lionized̶England. A few nights ago I gave a lecture at the Japan Society which turned out in 
quite a good shape. I will be a great of honour (sic) at Poets Club’s dinner, and am hoping to read 
some poems of mine, or will lecture on Japanese poetry. Yesterday I was invited by Bernard Shaw 
and tonight am going to take a dinner together with Yeats. And so on̶you see, I am splended(sic) 
in condition, but not ﬁnancially. ... will London forget of me? Or I might forget London altogether. 
All the papers here are extremely kind to me, and say verily nice things about me. A few nights ago I 
dined with Robert Bridges, Poet Laureate, who was exceedingly interesting British type of poet: I am 
going to spend a day or two with him at his home near Oxford. (CEL, no. 403, January 17, 1914)
個人的な交流を通し、彼らの世界に入っていくのはノグチの強みであった。ノグチは、英語圏で詩につい
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ての議論を彼等と深めながら、古巣に戻ったと感じたのであろう。
2.2　1913－14のノグチによる記事
　1913年末の渡英前である、同年初頭からノグチ帰国までの1年半、The Japan Weekly Mailには、ノグ
チが執筆した記事が27本確認されている。以下に、記事情報を時系列に並記する。先述したように、同
紙の記事は匿名であることが多い中、これらのヨネ・ノグチの記事はすべて、 “Yone Noguchi”という署名
付である。
掲載日（頁） 記事名 初出、或いは再掲載
1 25 Jan. 1913. (p.106) “Busho Hara, The Artist” Academy, 7 June 1913; The Spirit of Japanese Art.
2 1 Mar. 1913. (p.284) “The Last Master of the Ukiyoe Art” Transactions of the Japan Society of London; The Spirit 
of Japanese Art. 
3 12 Jul. 1913. (p.51) “Western Art in Japan” Revision of “Vigorous Japanese Pursuit of Western Art 
Explained by Native,” New York Sun, 16 June 1912; The 
Spirit of Japanese Art.
4 19 Jul. 1913. (p.77) “Kenzan” The Spirit of Japanese Art.
5 26 Jul. 1913. (p.113) “Dr. M. Anesaki”
6 16 Aug.1913. (p.209) “The Decline of Japanese Taste” Through the Torii.
7 16 Aug. 1913. (pp.II-III) “Chinese Novels”
8 30 Aug. 1913. (pp.II-III) “The 'Noh' Plays from the Aesthetic 
Point of View”
“No: The Japanese Play of Silence” (ﬁrst section), 
The Spirit of Japanese Poetry.
9 13 Sept. 1913. (p.332) “Poetical Vulgarity” Westminster Gazette, 13 Dec. 1913; 「詩の凡俗化」『日本
詩歌論』
10 20 Sept.1913. (p.II) “The Morning Glory” Through the Torii.
11 27 Sept. 1913. (pp.402-3) “Hearn on American Literature”
12 11 Oct. 1913. (pp.VI-VII) “The Chrysanthemum” Through the Torii.
13 25 Oct. 1913. (pp.530-1) “What is the 'Hokku' Poem?” “What is a Hokku Poem?” Rhythm 12 (Jan. 1913, 
pp.382-85);  “What is the Hokku Poem,” Through the 
Torii.
14 8 Nov. 1913. (p.593) “Netsukes” Through the Torii.
15 15 Nov. 1913.(pp.VI-VIII) “Hearn on Some English Poets”
16 15 Nov. 1913. (p.III) “On Books"
17 29 Nov. 1913. (p.V) “Actors' Wives in Japan” “Actors' Wives in Japan,” New York Sun, 16 Sept. 1906, 
(p.6); “Wives of Japanese Actors a Help to Their 
Husbands” Washington Post, 16 Sept. 1906, (p.3).
18 6 Dec. 1913. (p.V) “Prose Poems”
19 20 Dec. 1913. (p.I) “Fourteenth of December” “The Fourteenth of December,” Through the Torii.
20 20 Dec. 1913. (pp.IV-VI) “How I Learned English” The Story of Yone Noguchi, Told by Himself.
21 7 Feb. 1914. (p.169) “The Maple Leaves Fall and Fall 
with Sigh of Dusts”
“The Twilight,” “The Flame of the Charcoal,” “Something 
Must Happen,” in The Summer Cloud: Prose Poems.
22 14 Feb. 1914. (pp.198-200) “From a Japanese Ink Slab” Through the Torii.
23 14 Feb. 1914. (p.200) “A Japanese Impression of Paris”
24 21 Feb. 1914. (p.VII) “My First Night in London” “Again in London I,” The Story of Yone Noguchi, Told by 
Himself.
25 21 Feb. 1914. (pp.V-VII) “The Poets of Present Japan” revised from “The Younger Poets of Present Japan,” 
Japan Times, 20 May 1905, (p.6); The Spirit of Japanese 
Poetry.
26 28 Feb. 1914. Supp.   (p.VIII.) “Changes in London” “Mr. Kimono on Cockaigne,” The Graphic 89 (10 Jan. 
1914, p.70); “Again in London II,” The Story of Yone 
Noguchi, Told by Himself.
27 28 Feb. 1914. (p.261) “A Japanese on the Post-Impressionists” Westminster Gazette, 2 Jan. 1914; “A Japanese on the 
Western Newest Art” (ﬁrst two sections), Japan Times, 
22 Apr. 1917.
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これらのタイトルからは、浮世絵、日本における西洋美術、能楽、発句（俳句）、歌舞伎（役者の妻たち）、
ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）と英米文学、日本の詩人たちなど、文化大使ともいえる主題の広がり
が見られる。このような背景の一つには、国外ではラフカディオ・ハーンの後を継ぐ位置づけであった岡
倉天心（覚三）が1913年9月に他界し、ノグチが岡倉の後を継ぐ位置づけと考えられていた節もある（堀、
p.139）。殆どのノグチの著作において、記事が転載されている際に同紙に初出されたことの記載がなかっ
たことが、研究者が The Japan Weekly Mailという大量の資料を最近まで見落としていた理由の一つと考
えられる。ノグチの著作権の意識についてはここで論じないが、今後の研究課題の一つである。
2.3　The Japan Weekly Mailの記事に見られる、ノグチの詩人観
　ノグチが二度目の渡英時に執筆し The Japan Weekly Mail  に掲載されている記事の中、本節で注目した
いのは、1913年9月13日付 “Poetical Vulgarity”と、二度目のロンドン訪問での印象を綴った 1914年2
月21日付 “Changes in London” である。この二つの記事から、英語で詩を書いてきたノグチの詩人観を
考えてみたい。
　まず “Poetical Vulgarity” だが、本記事はノグチが後に出版した『日本詩歌論』に含まれる「詩の凡俗化」
という随筆の英語版であり、おそらく英語版が原文なのではないか。日付からもわかるように、ノグチの
渡英前に掲載された本記事で、ノグチの二つのメッセージを読み取る事ができる。一つは、評価に左右さ
れずに詩を書く崇高さであり、これはオックスフォード大学で講演した、書き記された言葉や出版などに
重きをおかず、如何に詩に生きるか、という部分にも繋がるように思える。二つ目は、日本人でありなが
ら英語で詩を書き続けてきたことの正当化である。本記事は以下のような書き出しである。
 I was, I confess, as a boy an amateur; I am now as a man again an amateur, and trebly an amateur 
as a poet, if the word amateur may be taken to imply a sort of imperfection̶(that’s quite another 
thing from defectiveness). I am often thankful for the amateurishness, because the fact of my having 
people’s curiosity or, in many cases, my having their sympathy, is certainly rooted in it. While, as a 
man and again as a poet, I escape from bitter criticism, my large portion of imperfection is always 
and well-ﬁlled by people whose imagination makes me appear, in spite of myself, my often beautiful, 
at least unique. 
ノグチは “amateur” （素人）という言葉を使い、“amateur”と言う言葉が「未完成」というものを意味する
のであれば、詩人としても“amateur”であると自ら認識していると告白しているが、その “amateur” 性を
大事に思っているのは、時に読者の好奇心や共感を得られるからだと続く。つまり、その後ノグチも書い
ているように、一人の詩人でありながらノグチが酷評から逃れているのは、未完成な部分の殆どは人々
の想像によって補強され、ノグチは時に魅力的に、少なくともユニークだと見出されているからだと展
開する。ノグチは、詩人として専門家となり「凡俗性」を帯びるよりは、頑固にも “poet amateur” であ
り続けたいと論じる。その後、ロマンス派の詩人 William Blakeを最も“amateur” 詩人として論じている。
Blakeは生前は評価されず、評価に左右されることなく質素な暮らしの中で詩を書き残した詩人であり、
この謙虚な姿勢を用いて尊敬の念を表しているように思われる。これらを通して、ノグチは評価に捕われ
ず詩を書き続ける姿勢、もっと言えば書き残す詩ではなく「詩に生きる」ことに取り組む姿勢の重要さを
論じているといえる。
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　続いてノグチは、日本人として英語で詩を書く良さを強調している。日本の歌人の「凡俗化」の例として、
文屋康秀による和歌「吹くからに秋の草木のしをるればむべ山風を嵐といふらむ」を強く批判している。
... Certainly such a verse is a big blasphemy against poetry, I exclaimed. Is there anything more 
vulgar in poetry East or West, South or North, than the above verse? I almost feel ashamed that I 
was born in the same Japan where even Yasuhide, the writer of that infernal “hurricane,” was once 
called a poet; ... What a vulgarity! Again what a poetical vulgarity! I am glad that accident made me 
learn the English language, and again glad that accident made me write English poems̶no, poems 
in English; I am twice glad that English poetry has such a Yasudasque vulgarity only very seldom; ... 
上記の和歌について、このような作品が「詩」と呼ばれる国の出身であることを恥に思っているといって
も過言でないと非難し、古今東西これ以上の「凡俗化」はないと酷評し、ノグチ自身が偶然の出来事によ
り英語を学んだ事や、偶然、英語の詩を書くようになったこと、あるいは詩を英語で書くようになったこ
とに感謝していると続く。
　この後、英米の詩人に話題は移行する。Dante Gabriel Rossettiも素晴らしいがある種の品のなさがあ
り、アメリカ詩人の多くにも「凡俗化」が見られ Kipling はその例だという。イギリスの詩人では他に、
Walter Savage Landor, Alfred Load Tennyson, William Wordsworthらの詩の中にはノグチの称讃の対象
になるものもあるようである。ノグチが “Poetical Vulgarity” で扱う詩人たちにはもちろん偏りが見られ、
ここでノグチの英米文学論が完結するわけではない。だが、これらの詩人たちを引き合いに出しながらノ
グチが強調したかったのは、素人であり続けようとする中に実現する「詩に生きる」姿勢であり、「エト
ランゼ」として英詩を書く立場からの発想だったといえる。記事は、ノグチ自身がこのような人生を選択
した愚かさや、貧乏であることにすらも感謝し、自分なりの詩を追及していくことを、半ば自分自身に言
い聞かせるように締めくくられている。二度目の渡英の前にノグチは英語の詩との繋がり、英詩を通して
作り上げた詩人としての自己を、本稿を通して改めてアピールしたように見える。
　一方、 “Changes in London”　は、ノグチがロンドン到着後に執筆され、現地滞在中に掲載された記事で
ある。ノグチは、その昔1902年後半から1903年3月にかけて、約4 ヶ月強滞在したロンドンを約10年振
りに訪れたのだが、初めの滞在が短かったにも関わらず、ノグチは会う人ごとに、ロンドンは大きく変わっ
たかと思わないか問われたそうである。ノグチは自分にはわからないと言いながらも、さまざまな所感を
述べている。女性がフランス人女性のように魅力的になり、男性はアメリカ人のようになってきた、英語
すらもわかりやすく聞こえ民主主義的になったように感じる、通りすらもアメリカに似てきた等、大胆で
主観的な印象を書く。転機は、セント・ポール大聖堂訪問であった。昔は安っぽく見えた大聖堂の金は趣
のある輝きを含み、人々が静寂の中で祈っている姿を描きつつ、大聖堂には変化が見られると記す。ここ
から続く、以下の本稿の巻末のまとめにノグチらしさが凝縮されている。
I left the Cathedral, and looked round, standing upon the steps, like a bird almost ready to ﬂy. An 
English gentleman approached me touching his silk hat, and said: “Are you not in any trouble with 
the streets? Can I be of any service to you, Sir? I believe you are the Japanese poet who has just 
arrived?” Oh, to be recognized in the street even by a stranger! Did I feel much ﬂuttered? My mind 
at once dwelt at that moment on the sweetness of the English heart. If there is a thing that will never 
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change, I declare, that would be the real English gentleman. 
ノグチが大聖堂前の階段に、あたかも飛び立つ寸前の鳥を思わせる姿で立っていた、という描写は、詩的
にすら響く。そこに一人のイギリス紳士が、ノグチが道に迷っていないか尋ねてきたといい、この男性は
ノグチが最近ロンドンに到着したばかりの日本からの詩人でないか、と問いかけたのだという。このイギ
リス紳士が、どのくらいのイギリス人を象徴しているのかわからない。ノグチの渡英について、よほど文
学界に精通している人か、教養がある人たちのみ知っていたのか、それとも、ほぼ誰でもが口にするほど
の話題性を持っていたのか。しかし、当時前例のなかった日本人詩人の講演は、相当の話題となり得た可
能性もある。ノグチは見知らぬ人から詩人と認識されて、すっかり有頂天である。そして、イギリスで永
遠に変わらないものがあるとすれば、それは真のイギリス紳士だと結ぶ。初めてアメリカに到着し、名前
すら呼ばれなかった無名時代から約20年が経ち、詩人として認識された理想的な瞬間に、ノグチは遠ざ
かっていた英語での詩人像を取り戻した思いだったのではないだろうか。
2.4　ノグチの渡英に関する記事
　ノグチの二度目の渡英時、The Japan Weekly Mail には、ノグチによって執筆された記事とは別に、ノ
グチの動向を追う記載も見られた。
　1913年11月15日付 “One Poet Inspires Another”という記事は、ノグチの発句に関する記事を同紙面で
読み感化されたという投稿者の記事であり、オックスフォード大学でのノグチの講演により、聴衆も同じ
ように感化されるだろうか、と期待が述べられている。
　また、1914年2月7日付で、ノグチの講演について次のような短い報告があった。
Prof. Noguchi, commonly known among the American and British people as Yone Noguchi, is 
reported in a London advice to the Tokyo Nichi-Nichi , to have given lecture on Japanese poetry at 
Magdalen College, Oxford, at the request of Dr. Robert Bridges, as well as the Dean. (“Summary of 
News”  The Japan Weekly Mail )
この後、シベリア鉄道でパリ経由で帰国すること（5月2日付、5月30日付、6月13日付）から、帰国まで
（6月20日付）取り扱われており、これらの記事から、詩人ノグチへの注目の高さが伺われる。
　1914年6月5日付の “Dark Blue and Light. Mr. Yone Noguchi Goes to See the Boat Race” という記事では、
イギリスに５ヶ月滞在し、帰国の途に就く直前のノグチにその印象を聞いているが、こちらも興味深い。
ノグチは英国を象徴する最も典型的なものは何かと聞かれ、オックスフォード大学のドン達（教授群）で
あると答えている。四角いキャップとガウンに身を包み、半ば僧にも、古代の判事にも見える彼等は、昔
の古めかしさと新しい精神とを持ち合わせていると称讃している。また、オックスフォード大に招待され
ていたノグチは、最後にオックスフォード大学とケンブリッジ大学対抗のボート競技の観戦に行き、オッ
クスフォード大学を応援する人々に混じって同校のボートチームを応援したそうである。多勢の観戦客が
来ていたにも関わらず、席の取り合いで争いが起きることはなく、後列の殆ど何も見えないところから観
戦していた人々からの文句もなかった。ノグチは、何の混乱も起きなかったことはイギリス人の忍耐力と
自己管理力の賜物だと称え、彼等の素晴らしさの秘訣であると称讃したのであった。その場の息づかいを
感じ、イギリスのジャーナリストを通じて、自分を歓迎してくれたイギリスの読者に尊敬の念を表し帰路
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に就いたノグチであった。ノグチは文化大使のような存在だったといわれるが、本記事はその証拠ともい
えるだろう。そして、オックスフォード大学での講演から、詩人たちとの会食、大学対抗のボート競技観
戦まで、あらゆる場を器用にこなすノグチに、彼が11年の米英生活で、その文化に深く適応して築き上
げた英語のみで確立した自己（English-self）が衰えていなかったことを確かめられるのである。
おわりに
　ヨネ・ノグチは「詩人として評価されたい」という強い希望を抱いていたが、これは彼が50歳になっ
たときに書き留めた願いであり、その時までに詩以外の著作は数多く、長年慶應義塾の教員であったにも
関わらず「詩人」を強調したことになる。慶應義塾で教えた日々は、学歴がなく肩身が狭かったのか、教
員として人気がなかったのか、未だに殆ど記録が見当たらない。そんなノグチの最大の強みは、英米での
11年間の実体験で築いた詩人像であったといえる。青年ノグチは詩人や文学者たちの息づかいを直に感
じ、彼等から世話を焼かれながら英詩に関して助言されたり議論を深め、出版社と渡り合い、その合間に
世間話をしながら、英米それぞれの文化を肌で感じ、彼等とコミュニケーションを取るリズムを学んだの
である。自ら英語で執筆した文章には、英米で関わった人たちのような読者が読む事を想定して書いたで
あろうから、日本人が日本語で書いた文章を他の誰かが英訳したのとは違う。彼の英文は改めて訳そうと
すると照れくさくなるような表現や展開もあるが、それはノグチなりに異文化を越え、英語の文化・文脈
でコミュニケーションを取った結果なのである。ノグチは机上で得た知識が生み出した詩人ではなく、現
場仕込みの詩人であり、彼にとって国際舞台は「ホームグラウンド」であったといえるのではないだろう
か。　　
　また、ノグチが英語のみで確立した自己は、ノグチの詩人像とも繋がる。
私は十八九の頃から十数年間、英米両国に於いてエトランゼとして生活した。エトランゼには、如何
なる国に彼が滞在しても、其国の人々に許されない自由が許される。独立が許される。エトランゼは
其国の歴史をしらないであらう。伝統を知らないであらう。又これを知らないことを喜ぶであらう。
彼は精神的放浪人である。精神的治外法権の特別地帯の住人である。（中略）漫遊客は、その理性を
ためて感情に動くことが出来る特権を持って居る。この特権がすべてのエトランゼを詩人たらしめる
であらう。（「過去三十年を振返る」）
 
ノグチはここに書いているように、英米両国において母語話者とは異色の、自由で独立した立場から詩を
書き、認められた。伝統を知らないことを逆手に、放浪人のような、特別地帯の住人のような顔をしつつ
も現地に入り込み、その特権を活かしつつも、「エトランゼ」（異邦人）だからこそ持ち得る観点で詩を書
くことを通し、「詩に生きた」のである。今回の The Japan Weekly Mail に見られる二度目の渡英時の記
事は、ノグチがアメリカおよびイギリスで誕生し鍛えられたノグチの詩人像に改めて注目させたといえる。
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